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【公開日】平成25年9月19日(2013.9.19)
【年通号数】公開・登録公報2013-051
【出願番号】特願2013-48464(P2013-48464)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  11/32     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年4月25日(2016.4.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスプレイを有するコンピューティングデバイスにおいて、
　前記ディスプレイに完了状況インジケータを持つアプリケーションを表示し、
　　前記完了状況インジケータは、前記アプリケーションによって実行されているタスク
の完了状況を視覚的に表すバーであり、前記タスクはウェブページのロードであり、
　　前記バーの一方の端部が前記タスクの完了を表わす位置に向かって移動し、
　前記タスクの完了の前に、
　　前記バーの前記一方の端部が前記タスクの完了を表わす前記位置へ向かって第１の速
度で移動している間に、前記タスクが完了していなくても前記完了状況インジケータが前
記タスクの完了を示す閾値が到達されたかどうかを判定し、
　　前記完了状況インジケータが前記タスクの完了を示す前記閾値が到達されたと判定し
たことに応じて、前記タスクが完了していなくても、前記バーの前記一方の端部を現在位
置から前記タスクの完了を示す前記位置へ向けて、前記第１の速度よりも大きい第２の速
度で移動する、方法。
【請求項２】
　前記バーの前記一方の端部が現在位置から前記タスクの完了を示す前記位置へ向かって
前記第２の速度で移動されるのと同時に、または、前記バーの前記一方の端部の前記タス
クの完了を示す前記位置への移動の直後に、前記アプリケーションのユーザインターフェ
ース要素を視覚的に変更する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記視覚的に変更されたユーザインターフェース要素は、前記タスクの完了を示す前記
位置に隣接して配置される、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記バーの前記一方の端部を現在位置から前記タスクの完了を示す前記位置へ向けて前
記第２の速度で移動することは、ロケット効果アニメーションを表示することを含む、請
求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記バーの前記一方の端部が前記タスクの完了を示す前記位置へ移動する間、前記第２
の速度を徐々に増加させる、請求項１に記載の方法。
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【請求項６】
　前記バーの前記一方の端部が現在位置から前記タスクの完了を示す前記位置へ向かって
前記第２の速度で移動されるのと同時に、または、前記バーの前記一方の端部の前記タス
クの完了を示す前記位置への移動の直後に、前記タスクが完了していなくても、前記ウェ
ブページのロードを継続中に前記ウェブページの閲覧を可能にする、請求項１に記載の方
法。
【請求項７】
　前記閾値は、
　前記ウェブページに描画される要素の全領域の一部分、
　ウェブページローディングタスクの完了した部分、
　ロードされているウェブページの種類、および／または、
　ロードが必要なウェブページにおけるオブジェクトの量および／または種類、
に基づく、請求項１乃至６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　ディスプレイと、
　プロセッサと、
　メモリと、
　１つ以上のプログラムと、を備え、前記１つ以上のプログラムは前記メモリに格納され
、前記プロセッサにより実行され、前記１つ以上のプロラムは、
　前記ディスプレイに完了状況インジケータを持つアプリケーションを表示し、
　　ここで、前記完了状況インジケータは、前記アプリケーションによって実行されてい
るタスクの完了状況を視覚的に表すバーであり、前記タスクはウェブページのロードであ
り、
　　前記バーの一方の端部が前記タスクの完了を表わす位置に向かって移動し、
　前記タスクの完了の前に、
　　前記バーの前記一方の端部が前記タスクの完了を表わす前記位置へ向かって第１の速
度で移動している間に、前記タスクが完了していなくても前記完了状況インジケータが前
記タスクの完了を示す閾値が到達されたかどうかを判定し、
　　前記完了状況インジケータが前記タスクの完了を示す前記閾値が到達されたと判定し
たことに応じて、前記タスクが完了していなくても、前記バーの前記一方の端部を現在位
置から前記タスクの完了を示す前記位置へ向けて、前記第１の速度よりも大きい第２の速
度で移動する、ための命令を含むコンピューティングデバイス。
【請求項９】
　前記バーの前記一方の端部が現在位置から前記タスクの完了を示す前記位置へ向かって
前記第２の速度で移動されるのと同時に、または、前記バーの前記一方の端部の前記タス
クの完了を示す前記位置への移動の直後に、前記アプリケーションのユーザインターフェ
ース要素を視覚的に変更するための命令を含む、請求項８に記載のデバイス。
【請求項１０】
　前記視覚的に変更されたユーザインターフェース要素は、前記タスクの完了を示す前記
位置に隣接して配置される、請求項９に記載のデバイス。
【請求項１１】
　前記バーの前記一方の端部を現在位置から前記タスクの完了を示す前記位置へ向けて前
記第２の速度で移動することは、ロケット効果アニメーションを表示することを含む、請
求項８に記載のデバイス。
【請求項１２】
　前記バーの前記一方の端部が前記タスクの完了を示す前記位置へ移動する間、前記第２
の速度を徐々に増加させる命令を含む、請求項８に記載のデバイス。
【請求項１３】
　前記バーの前記一方の端部が現在位置から前記タスクの完了を示す前記位置へ向かって
前記第２の速度で移動されるのと同時に、または、前記バーの前記一方の端部の前記タス
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クの完了を示す前記位置への移動の直後に、前記タスクが完了していなくても、前記ウェ
ブページのロードを継続中に前記ウェブページの閲覧を可能にする命令を含む、請求項８
に記載のデバイス。
【請求項１４】
　前記閾値は、
　前記ウェブページに描画される要素の全領域の一部分、
　ウェブページローディングタスクの完了した部分、
　ロードされているウェブページの種類、および／または、
　ロードが必要なウェブページにおけるオブジェクトの量および／または種類、
に基づく、請求項８乃至１３のいずれか１項に記載のデバイス。
【請求項１５】
　ディスプレイを有するコンピューティングデバイスに、
　前記ディスプレイに完了状況インジケータを持つアプリケーションを表示させ、
　　前記完了状況インジケータは、前記アプリケーションによって実行されているタスク
の完了状況を視覚的に表すバーであり、前記タスクはウェブページのロードであり、
　　前記バーの一方の端部が前記タスクの完了を表わす位置に向かって移動し、
　前記タスクの完了の前に、
　　前記バーの前記一方の端部が前記タスクの完了を表わす前記位置へ向かって第１の速
度で移動している間に、前記タスクが完了していなくても前記完了状況インジケータが前
記タスクの完了を示す閾値が到達されたかどうかを判定させ、
　　前記完了状況インジケータが前記タスクの完了を示す前記閾値が到達されたと判定し
たことに応じて、前記タスクが完了していなくても、前記バーの前記一方の端部を現在位
置から前記タスクの完了を示す前記位置へ向けて、前記第１の速度よりも大きい第２の速
度で移動させる、ための命令を含むコンピュータプログラム。
【請求項１６】
　前記コンピューティングデバイスに、前記バーの前記一方の端部が現在位置から前記タ
スクの完了を示す前記位置へ向かって前記第２の速度で移動されるのと同時に、または、
前記バーの前記一方の端部の前記タスクの完了を示す前記位置への移動の直後に、前記ア
プリケーションのユーザインターフェース要素を視覚的に変更させるための命令をさらに
含む、請求項１５に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１７】
　前記視覚的に変更されたユーザインターフェース要素は、前記タスクの完了を示す前記
位置に隣接して配置される、請求項１６に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１８】
　前記バーの前記一方の端部を現在位置から前記タスクの完了を示す前記位置へ向けて前
記第２の速度で移動することは、ロケット効果アニメーションを表示することを含む、請
求項１５に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１９】
　前記コンピューティングデバイスに、前記バーの前記一方の端部が前記タスクの完了を
示す前記位置へ移動する間、前記第２の速度を徐々に増加させる命令をさらに含む、請求
項１５に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２０】
　前記コンピューティングデバイスに、前記バーの前記一方の端部が現在位置から前記タ
スクの完了を示す前記位置へ向かって前記第２の速度で移動されるのと同時に、または、
前記バーの前記一方の端部の前記タスクの完了を示す前記位置への移動の直後に、前記タ
スクが完了していなくても、前記ウェブページのロードを継続中に前記ウェブページの閲
覧を可能にさせるための命令をさらに含む、請求項１５に記載のコンピュータプログラム
。
【請求項２１】
　前記閾値は、
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　前記ウェブページに描画される要素の全領域の一部分、
　ウェブページローディングタスクの完了した部分、
　ロードされているウェブページの種類、および／または、
　ロードが必要なウェブページにおけるオブジェクトの量および／または種類、
に基づく、請求項１５乃至２０のいずれか１項に記載のコンピュータプログラム。
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